
● 「数字でみる福岡都市圏のすがた（2023年3月）」から見る糸島市の現状

※ 福岡都市圏の中でも高い（多い）項目
No 項目 単位 全国 福岡県 都市圏平均 糸島市 都市圏での位置づけ データ時点

（６）  高齢者人口割合 ％ 28.7 28.1 23.5 30.0  17市町中最も高い Ｒ２
（12）  粗死亡数（人口千人当たり） 人 12.19 11.78 9.30 12.41  17市町中最も多い Ｒ４
（18）  65歳以上世帯員のいる世帯割合 ％ 40.8 38.5 31.0 48.6  17市町中最も高い Ｒ２
（22）  0-2歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯・妻の就業割合 ％ 56.8 56.1 54.9 59.7  17市町中最も高い Ｒ２
（23）  3-6歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯・妻の就業割合 ％ 71.3 71.9 68.7 76.1  17市町中最も高い Ｒ２
（58）  認定農業者の割合（販売農家に占める割合） ％ 22.7 21.9 20.1 29.3  17市町中最も高い Ｒ２
（59）  農業算出額（農業従事者一人当たり） 千円 5,432 4,463 2,826 7,105  17市町中最も高い Ｒ２
（76）  国⺠健康保険税（料）の徴収率 ％ 93.8 94.1 94.0 98.4  17市町中最も高い Ｒ３
（15）  ３世代世帯割合 ％ 4.2 3.3 2.3 7.2  17市町中２番目に高い Ｒ２
（29）  生活習慣病による死亡者数（人口10万人当たり） 人 563.5 522.7 408.6 519.8  17市町中２番目に多い Ｒ２
（39）  生活系ごみ搬入量（人口一人当たり） kg 219 213 214 258  17市町中２番目に多い Ｒ３
（43）  持ち家率 ％ 61.4 52.6 44.7 75.0  17市町中２番目に高い Ｒ２
（50）  救急出動件数（人口１万人当たり） 件 494 489 454 421  ７地域中２番目に多い Ｒ３
（56）  市町内で就業している人の割合 ％ ―  68.4 69.1 54.3  17市町中２番目に高い Ｒ２
（19）  高齢夫婦のみの世帯割合 ％ 11.8 11.2 9.3 14.5  17市町中３番目に高い Ｒ２
（38）  ＮＰＯ法人認証数（人口10万人当たり） 団体 40.5 33.1 24.2 38.1  17市町中３番目に多い Ｒ３
（44）  空き家率 ％ 13.6 12.7 10.1 10.7  16市町中３番目に高い Ｈ30
（61）  海面漁業水揚げ量（１経営体当たり） kg 55,197 28,954 18,126 12,640  ５市町中３番目に多い Ｈ30

※ 福岡都市圏の中でも低い（少ない）項目
No 項目 単位 全国 福岡県 都市圏平均 糸島市 都市圏での位置づけ データ時点

（34）  生活保護費（人口一人当たり） 円 28,381 40,220 22,187 13,699  11郡市中最も少ない Ｒ２
（47）  汚水処理人口普及率 ％ 92.1 93.4 99.4 90.9  17市町中最も低い Ｒ２
（49）  交通事故発生件数（人口10万人当たり） 件 241 388 365 225  17市町中最も少ない Ｒ４
（51）  救急車の現場到着平均所要時間 分 8.9 8.3 8.9 8.1  ７地域中最も短い Ｒ２
（63）  年間商品販売額（従業者一人当たり） 千円 54,427 53,751 70,123 18,424  17市町中最も低い Ｒ２
（69）  商業地 地価（１㎡当たり） 円 603,300 505,000 225,500 65,200  13市町中最も低い Ｒ５
（70）  財政力指数 ー 0.50 0.53 0.72 0.57  17市町中最も低い Ｒ３
（71）  経常収支比率 ％ 88.9 87.1 86.3 81.6  17市町中最も低い Ｒ３
（77）  法人住⺠税収納額（人口一人当たり） 円 14,369 12,823 16,608 3,663  17市町中最も低い Ｒ２
（２）  自然増加率 ％ -0.58 -0.46 -0.14 -0.55  17市町中最も低い Ｒ４
（４）  年少人口割合 ％ 12.1 13.3 14.2 13.9  17市町中２番目に低い Ｒ２
（11）  合計特殊出生率 人 1.33 1.40 1.61 1.39  17市町中２番目に低い Ｒ２
（46）  水道普及率 ％ 98.2 95.2 96.8 80.6  17市町中２番目に低い Ｒ３
（60）  漁獲販売金額（１経営体当たり） 万円 1,963 1,676 1,098 1,016  ５市町中２番目に低い Ｈ30
（66）  市町村内総生産額（就業者一人当たり） 千円 ―  7,919 7,634 6,356  17市町中２番目に低い Ｒ１
（10）  粗出生数（人口千人当たり） 人 6.37 7.22 7.91 6.87  17市町中３番目に少ない Ｒ４
（27）  中学校生徒数（教員一人当たり） 人 13.0 13.8 14.7 13.5  17市町中３番目に少ない Ｒ４
（45）  都市計画道路整備率 ％ 78.1 80.2 76.3 63.9  17市町中３番目に低い Ｒ３
（68）  住宅地 地価（１㎡当たり） 円 125,000 97,200 80,900 44,000  17市町中３番目に低い Ｒ５

※ 財政力指数：財政力指数が高いほど、普通交付税算定上の留保財源が大きいことになり、財源に余裕があるといえる。
※ 経常収支比率：数値が低いほど、弾力的な財政運営が行われているといえる。

✔ 高齢者人口割合、高齢夫婦のみの世帯割合は福岡都市圏の中で高い状況にある。
✔ 0-2歳、3-6歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯・妻の就業割合は、福岡都市圏の中で最も高い。
✔ 認定農業者の割合、農業算出額は福岡都市圏の中で最も高く、本市において農業が盛んな状況を表している。
✔ 人口一人当たりの生活系ごみ搬入量は前年と比較すると減少している状況であるが、福岡都市圏の中で２番目に多い状況である。
✔ 人口１万人当たりの救急出動件数は全国、福岡県、都市圏平均に比べて低い状況であるが、福岡市に次いで２番目に多い。

✔ 人口10万人当たりの交通事故発生件数は年々減少傾向にあり、福岡都市圏の中で最も少ない。
✔ 救急車の現場到着平均所要時間は前年と比較し⻑くなっているものの、福岡都市圏７地域中最も短い。
✔ 財政力指数は全国、福岡県よりも高い数値であるが、福岡都市圏の中で最も低い状況である。
✔ 経常収支比率は全国、福岡年、都市圏平均よりも低い数値であり、福岡都市圏の中で最も低い状況である。
✔ 人口一人当たりの法人住⺠税収納額は福岡都市圏の中で最も低く、また、就業者一人当たりの市町村内総生産額は２番目に低い状況である。
✔ 自然増加率は福岡都市圏の中で最も低く、年少人口割合、合計特殊出生率は２番目に低い状況である。
✔ 人口千人当たりの粗出生数は前年から微増しているものの、福岡都市圏の中で３番目に低い状況である。


